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各中学校の代表生徒がいじめや人権、偏見などついて考え、
市長や教育長、教育委員らと協議しました
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「差別のない世界を目指すために、

私たちが今できることは何だろう？」

大場市長も加わってグループディスカッション

（STEP１）
「差別のない世界を目指すために、私たち
が今できることはなにか」まずは、一人ひと
りが自分なりに感じることを考えてみました。

（STEP２）
次に、友達の発表などを聞いて、自分の最
初の考えを整理してみました。

（STEP3）
最後に、一緒に話し合ったみんなが納得で
きる考えをまとめました。

▼

今回のテーマを、以下のような流れで中学生が意見を整理して発表しました

代表者が「中学生未来会議」で発表し、大人たちと協議



＜今回のテーマ＞

『差別のない世界を目指すために、私たちが今できることは何だろう？』

＜設定の理由＞
子どもたちの日常生活の中で、いじめやコロナ差別は、身近な人権問題として存在している。
また、最近ではLGBTへの差別など、新たな人権問題が生じている。このような中で、これからの社会を生きていく子どもたち
には、再度、人権の意義や内容を理解するとともに、自他の大切さを認め、それが態度や行動として現れるような人権感覚を育
成していく必要がある。そこで、ＳＤＧｓの17の目標のうちの１つを生かしたテーマを取り上げて協議する活動を通して、子ども
たちが、「自分には何ができるのか」「社会みんなで取り組むことは何か」を考え、自ら１歩を踏み出していく機会を創出する。

（参考） 生徒たちが会議で発表した資料 ～ 抜粋 ～


